
 

平成２９年１１月１５日 

大阪経済記者クラブ会員各位 

 

 

大阪企業家ミュージアムにおけるＡＩデジタルサイネージ実証実験の開始について 

～１１月１６日から１月３１日まで一般公開～ 
 

 
 
 
 

○大阪商工会議所（大商）は、国立研究開発法人 産業技術総合研究所（産総研）人工知能研究センタ

ーの人工知能技術コンソーシアム（ＡＩＴＣ）の協力を得て、大商が設置・運営する大阪企業家ミ

ュージアムにおいて、１１月１６日から来年１月３１日まで、人工知能技術（ＡＩ）を搭載したデ

ジタルサイネージ（ＡＩデジタルサイネージ）を活用した実証実験を実施する。 

 

○産総研が開発したＡＩデジタルサイネージに、大阪企業家ミュージアムの

展示企業家に関するクイズデータを投入、来館者の回答をＡＩが分析し、

似たタイプの企業家を推薦する。結果は、全回答者の質問と回答に関する

選択傾向からＡＩが自動的に推薦するため、回答数が増えればＡＩの学

習・推論機能が高まり、推薦される企業家も変化する。今回の実験では、

１００件以上の回答を収集し、ＡＩの学習・推論機能の向上を実証する。 

 

○ＡＩを搭載した製品・サービスの開発には、ビジネス現場からＡＩの学習

データを多量に収集することが不可欠と言われる。ＡＩＴＣには、ＡＩに

関する技術交流や情報収集に関心を持つ１３３社・団体（１１月６日現在） 

が加入し、テーマ別のワーキンググループ（ＷＧ）で、実証プロジェクトの立案、試行、協業に取

り組んでいる。今回の実証は、ＡＩリビングラボＷＧの協力を得て実施する。大商は、昨年１１月

からＡＩＴＣ関西支部の事務局を担い、ＡＩのビジネス活用、社会実証・実装を支援している。 
 
 

＜実証実験の概要＞ 

■期  間 平成２９年１１月１６日（木）～平成３０年１月３１日（水） 

■場  所 大阪企業家ミュージアム（大阪市中央区本町１－４－５大阪産業創造館地下１階） 

■実施主体 大商、ＡＩＴＣ 

■内  容 産総研が開発したＡＩデジタルサイネージに、大阪企業家ミュージアムの展示企業家に

関するクイズデータを投入、来館者の回答をＡＩが分析し、似たタイプの企業家を推

薦する。クイズは、同ミュージアムが制作した漫画「企業家の人生に学ぶ」シリーズ

（江崎利一、石橋信夫、早川徳次、上山英一郎、岩谷直治、久保田権四郎、佐伯勇、

鳥井信治郎の８名の企業家が登場）から出題される。 

以 上 
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大阪企業家ミュージアムにおける
ＡＩデジタルサイネージの実証実験 概要

大阪商工会議所

人工知能技術コンソーシアム ＡＩリビングラボＷＧ
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実証実験の目的
国立研究開発法人 産業技術総合研究所 人工知能研究センター
の人工知能技術コンソーシアムでは、ＡＩ技術の社会実装の推進に
取り組んでいます。
同コンソーシアムのＡＩリビングラボＷＧでは、公共空間におけるＡ
Ｉ機器の社会実装に注力しており、今回の実証実験はその第一弾と
して、大阪商工会議所とともに、大阪企業家ミュージアムで実施し
ます。
今回の実証実験では、１００件以上の回答の収集を目標としてい
ます。
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実証実験の概要
期 間 平成29年11月16日（木）～平成30年1月31日（水）
場 所 大阪企業家ミュージアム

（大阪市中央区本町1-4-5大阪産業創造館地下1階）
実施主体 国立研究開発法人産業技術総合研究所（産総研）

人工知能研究センター人工知能技術コンソーシアム
大阪商工会議所

内 容 産総研が開発したＡＩデジタルサイネージに、大阪企業家
ミュージアムの展示企業家に関するクイズデータを投入、
来館者の回答をＡＩが分析し、似たタイプの企業家を推薦
する
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実証実験のイメージ
利用シーン
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タッチで回答

来場者へ企業家のエピソードにまつ
わる、幾つかの質問を実施
例○○が起こりました、あなたならど
うする？

回答を分析しどの企業家タイプか推薦
あなたはズバリ○○氏タイプです

展示コンテンツへの興味とより深い理解

来場者に企業家のエピソードにまつわる幾つかの質問に答えて頂き、最後にどの企業家タイプかを推薦します。



アプリケーションのイメージ (1)
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質問画面

ユーザーが複数の質
問項目に回答

質問項目

ユーザーが推薦する
ボタン押下

推薦結果画面

○○氏



アプリケーションのイメージ (2)
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スタート画面 質問画面 推薦結果画面



アプリケーションで使用する
企業家のデータ
本アプリケーションは以下の企業家漫画をベースに作成しています。
 「企業家の人生に学ぶ①江崎グリコ株式会社 創業者 江崎利一」

 「企業家の人生に学ぶ②大和ハウス工業株式会社 創業者 石橋信夫」

 「企業家の人生に学ぶ③シャープ株式会社 創業者 早川徳次」

 「企業家の人生に学ぶ④大日本除虫菊株式会社 創業者 上山英一郎」

 「企業家の人生に学ぶ⑤岩谷産業株式会社 創業者 岩谷直治」

 「企業家の人生に学ぶ⑥株式会社クボタ 創業者 久保田権四郎」

 「企業家の人生に学ぶ⑦近畿日本鉄道株式会社 佐伯勇」

 「企業家の人生に学ぶ⑧サントリーホールディングス株式会社 創業者 鳥井信治郎」
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アプリケーションの仕組み (1)
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企業家漫画に記載のQ&A「人生の選択」(改訂版)

Aさん

Bさん

Nさん

各ユーザーが、どの
質問と回答を選択し
たかを示す関連デー
タを収集



アプリケーションの仕組み (2)
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漫画に記載の質問内容と回答候補

各ユーザーが、どの
質問&回答を選択し
たかを示す関連デー
タを収取

各ユーザーが、どの
質問と回答を選択し
たかを示す関連デー
タを収集

企業家漫画に記載のQ&A「人生の選択」(改訂版)

ユーザー全体の傾向
から、それぞれの質
問と回答に対する”企
業家タイプ”を推定



アプリケーションの仕組み (3)
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企業家漫画に記載の任意のQ&A「人生
の選択」(改訂版)の企業家の決断

企業家Xと同じ選択をする
と、よりその企業家タイプと
推薦されやすくなります



アプリケーションによる推薦結果
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推薦結果として選ばれる「企業家タイプ」は、予め確定しているも
のではありません。「企業家タイプ」は、全ユーザーの質問と回
答に関する選択傾向から自動的に決定されます。従って、デー
タが蓄えられることで変化し得ます。



 

 

人工知能技術コンソーシアム 概要 

 

 

○目 的：企業・大学・研究機関の技術交流の場を提供することにより、人工知能技

術に関連する情報の共通認識形成を図り、人工知能技術全般の一層の技術

向上及び普及を促進することを目的に、国立研究開発法人 産業技術総合

研究所（産総研）人工知能研究センターに人工知能技術コンソーシアム（Ａ

ＩＴＣ）を設置。 

     ウェブサイト  http://www.airc.aist.go.jp/consortium/ 

 

○事 業：①人工知能に関連した技術の情報交換 

②人工知能に関連した技術の情報収集と提供 

③その他本コンソーシアムの目的達成に必要な事業 

 

○会 長：本村 陽一氏（産総研 人工知能研究センター 首席研究員） 

 

○事務局：産総研 人工知能研究センター 

 

○設 立：平成２７年５月１日 

 

○会員数：一般会員１３０社、特別会員６件（１１月８日現在、特別会員は団体・個

人を含む） 

 

○ワーキンググループ（ＷＧ）： 

具体的なテーマを設定したＷＧを設け、実証プロジェクトの立案、試行、

協業に取り組んでいる。現在は、１１ＷＧが活動している。 

①Ｈｕｍａｎ Ｌｉｆｅ ＷＧ   ②データ・知識融合ＷＧ 

③データプラットフォームＷＧ  ④ものづくりＷＧ 

⑤ＡＩリビングラボＷＧ     ⑥ＡＩツールＷＧ 

⑦データマイニングＷＧ     ⑧関西支部ＷＧ 

⑨九州支部ＷＧ         ⑩ユースケースＷＧ 

⑪東海支部ＷＧ 

 

※今回の大阪企業家ミュージアムにおけるＡＩデジタルサイネージ実証実験は、Ａ

ＩリビングラボＷＧと大阪商工会議所が実施する。 

※大阪商工会議所は、ＡＩＴＣの会員で関西支部ＷＧの事務局を担っている。 

 

 

以 上 

資料２ 








